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に筋の粘性変化に関する 1つの仮定を設けることにより ，パラ メータの値が唯一決まり得ること，即ち， バラメ
ータの一意性が示された。
























































































































































このモデルの入力は Qであり ，出力 （出力端
は図示されていない）はd噂／dt2である。ま た，
定数は， J, BM, Bm, a, b, K, m, Iで
ある。
(2) パラメータ
















J d20/dt2+ Bd0/dt 
























る。このとき，左辺第 1項は 0であるから， Kキ
K'では式(5)は成立しない。よって，K=K'とな



















































dB/dt=b'(B,.,'-B)-a'(B-Bm) I d0/dt I 
このとき，式(2)と(6)から，
bBM-b'B,i'-(b-b') B 





















のように仮定して ld0/dtl= 0における 2点のB
の値をそれぞれBぃ恥とすれば，式(7)より，次
の 2式が得られる。













































bB\•I -b'B卜1'-（b-b'）恥 ＝0 
式(8)-(9)より
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